
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成25年９月1日現在

人　口　12,702人（△23）　男　6,087人（△11）

世　帯　 5,575戸（△15）　女　6,615人（△12）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

愛育委員会活動報告 長田支部
　７月21日、御北幼稚園の親子ふれあい遊びに参加し、アイスクリーム作りに挑戦しました。
　アイスクリームの原料を入れたアルミ缶を、塩と氷を入れたペット
ボトルの中へ入れて長時間転がして作る必要があることから、すべ
り台からペットボトルを転がしてボウリングのピンに当てたり、ペッ
トボトルをサッカーボールにみたててゲームをしたりと、親子でふれ
あいながら楽しくアイスクリームを作りました。
　できあがったアイスクリームは、皆さんとおいしく食べました。
　暑さに負けない元気な園児や保護者の方々と交流でき、楽しい
１日となりました。

  材　料   作り方

①かぼちゃは、種とワタをスプーンで取り、半分に切る。それぞれラップで包み、電子レンジ（６００ｗ）
に４分間かけたら、上下の向きを変えて再び１～２分間かける。ラップをはずし食べやすい大きさ
に切る。

②ししとうがらしは、ヘタを短く切り、縦に１本切り目を入れる。にんにくは、縦半分に切って芯をとり
つぶす。

③牛肉に塩・こしょう各少々をふり下味をつける。
④フライパンにサラダ油とにんにくを入れ、弱火

にかける。にんにくが少し色づいてきたら③を
加え中火にしてほぐしながら炒める。

⑤牛肉に焼き色がつき始めたら①を加え、木べら
などで大きく混ぜながら１～２分間炒める。

⑥ししとうがらしを加え２～３分間炒めたら、しょう
ゆ、バターを加えてサッと混ぜる。バターが溶
けたら器に盛る。

かぼちゃと牛肉のバターじょうゆ炒め（２人分）

かぼちゃ…………………………………… ２００ｇ
牛肉（切り落とし）………………………… 100ｇ
ししとうがらし……………………………… ５０ｇ
にんにく……………………………… １／２かけ
塩…………………………………………… 少々
こしょう……………………………………… 少々
サラダ油……………………………… 小さじ１強
しょうゆ……………………………………小さじ２
バター………………………………………… １０ｇ

料理名

エネルギー：330kcal　たんぱく質：9.7ｇ　カルシウム：27mg　食塩：2ｇ

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊香味野菜のにんにくを入れることで食欲増進に繋がります。

かぼちゃは、調理する前に少しレンジで『チン』すると簡単に料理する
ことが出来ます♪

★かぼちゃの栄養
　栄養満点の野菜のひとつです。
　カロテンやビタミンＥという栄養素が豊富に含まれ、免疫力をアップし、がんや風邪を予防する効果があります。

津賀栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜かぼちゃ

野菜を食べよう
！
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主な記事
・P02～特集：小学生富士登山チャレンジ事業
・P10～役場からのお知らせ
・P14～インフォメーション　など 【小学生富士登山チャレンジ事業】
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　富士山頂の気温は約２℃。寒さと眠気と戦いながらご来光を待つ隊員たち。
　まわりは乳白色の霧で、このままではご来光は見えないかも、と思って
いたその時、にわかに霧が晴れ始め、午前４時35分、やや雲がかかる中に
待望のご来光が見えました。
　「いろいろなご来光を見るけれど、こんな形のご来光は珍しい」と登山ガイドさんも言っていました。
　その後、午前５時半から下山を開始。江戸屋で荷物と朝食を受け取り、休憩を挟みながら砂走りを通り午
前10時40分、下山地点の須走口新五合目に到着しました。

　江戸屋では、定番のカレーライスを食べた後、わ
ずかな時間の仮眠をとり、夜中の出発に備えます。
　22日午前０時、眠い目をこすりながら起床。装
備を整え、午前１時ヘッドランプの明かりを頼りに
登山を再開しました。
　気温は５℃前後、小雨降る天候のなか、一歩一歩
と足を進め午前３時20分、ついに先頭が富士山頂へ到着。山頂の山小屋で後から来る仲間たちを待ちます。

　午前10時17分、河口湖口五合目にバスで到着し、休憩を済ませた後、登山ガイドの
指示のもと、本八合目にある江戸家を目指して富士登山を開始。六合目で昼食をとり、
急勾配や岩場が続くなか、途中何度も休憩をとり、みんなで励まし合いながら午後５時
５分、本八合目にある江戸屋に到着しました。

　7月20日から22日の日程で第９回吉備中央町小学生富士登山チャレンジ事業が
行われ、町内の小学６年生75名と、リーダー49名が富士山の登頂に挑みました。
　今回は、６月に富士山が世界文化遺産に登録されたこともあり、例年以上に
観光客、登山客で賑わうなかでの登山となりました。
　今月号は、その様子を紹介します。

ご
来
光
が
見
え
た
！

第
９
回
吉
備
中
央
町
小
学
生
富
士
登
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

ご来光・下山開始（22日）

八合目から山頂へ（21日・22日）

登山開始（21日）

　式では、山本町長と山崎議長から
激励の言葉が贈られました。
　参加者を代表して駒

こま

形
がた

颯
そう

真
ま

くん
（吉備高原小）、小

こ

室
むろ

明
あす

華
か

さん（豊野
小）が「つらいこと、苦しいことも
あると思いますが、みんなで助け
合って、最後まであきらめず、世界文化遺産の頂上を目指します」と力強くあいさつしました。
　その後、一行はバスに乗り、関係者に見送られるなか、静岡県御殿場市にある国立中央青少年交流の家を
目指し出発しました。

　登山隊は20日、静岡県御殿場市にある国立中央青少年交流の家へ到着
し、入所式を行いました。

　入所式では、難
なん

波
ば

大
たい

成
せい

くん（下竹荘小）
が「今日はしっかり休んで、明日から世
界文化遺産の日本一の富士山にチャレン
ジしたいと思います。よろしくお願いし
ます」と、次の日からの登山に向けての
意気込みを言葉にしました。
　登山隊は一泊した後、翌21日富士山五合目に向け出発しました。

壮行式（20日・吉備プラザ）

交流の家到着（20日・21日）



■特　集 ■特　集

広報きびちゅうおう  2013.10 月号広報きびちゅうおう  2013.10 月号 45

　中央青少年交流の家で汗を流し、昼食をとった後、退所式を行い、吉備中央
町へ向け出発しました。
　いよいよ旅も大詰めとなり、帰路のバスの車内では、これまでの登山の感想
を子どもたち、リーダー全員が述べました。
　また、別れを惜しみながら、お互いの帽子に寄せ書きをする光景も見られました。
　そして、午後10時半、関係者や保護者らが出迎える中、吉備プラザに到着。隊長の報告、リーダーたち
との握手をもって３日間のチャレンジを終了しました。

吉備中央町に向け出発（22日）

【お問い合わせ先】富士登山チャレンジ実行委員会事務局（教育委員会事務局生涯学習班内）
　　　　　　　　　☎０８６６－５６－９１９１

１班

３班

５班

７班

２班

４班

６班

８班

　町では、昭和63年の岡山空港開港を機に始まった沖縄県への花きのフライト出荷が縁となり、平成元年か
ら恩納村との交流事業を実施しています。
　訪問団を交互に派遣し、特産品の販売や観光 PR を行うとともに、農業技術や地域特産品の開発等につい
て情報交換を行ってきました。
　今年は７月27日、28日に恩納村で開催された「第30回うんなまつり」に、吉備中央町から初めて芸能団
派遣の要請を受ける形で訪問。伝統芸能の披露、地元ライブショーとの共演を果たし、恩納村民らから大き
な反響を得るなどの成果がありました。� 写真：万座毛（沖縄県指定名勝・天然記念物）

まちの地域間交流で、相互理解と地域力を育む
～沖縄県恩納村交流事業～

　訪問では、岡山の特産品（桃、ピオーネ）を心待ちにしていた恩納村内外の方々の期待にお応えしたこと
はもちろん、伝統文化の面において、10年以上に渡る恩納村の民謡グループとの相互交流に加え「加茂大祭」
の一場面を今回恩納村で演じたことで、大きな交流の成果を表現する形となり、集まった人々たちから大き
な反響を得たと恩納村長から講評をいただきました。

【お問い合わせ先】　協働推進課　地域振興班　☎０８６６－５４－１３０１

ステージでは、加茂大祭で行われる、太刀振り、棒使いなどを披露

参加者で記念撮影！！
松尾神社伝統芸能保存会による獅子舞

吉備中央町の
特産品PR の様子

恩納村在住の三
さん

線
しん

奏者名
な

城
しろ

一
かず

幸
ゆき

さ
んとの共演

まちの地域間交流で、相互理解と地域力を育む
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新
記
録
に
挑
戦
！

　

７
月
31
日
、
真
夏
の
日
差
し
の
も
と
、
吉
備
中
央
町
小
学

校
水
泳
記
録
会
が
円
城
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記
録

会
に
は
町
内
９
小
学
校
か
ら
５
、６
年
生
の
児
童
約
１
６
０

名
が
参
加
し
、
各
学
年
の
男
女
別
に
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
自

由
形
リ
レ
ー
な
ど
の
５
種
目
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
同
級
生
や
保
護
者
か
ら
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
自
分
の
力
を
す
べ
て
発
揮
し
よ
う
と
精
一

杯
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
主
な
種
目
の
一
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
、
か
っ
こ
内
は
学
校
、（
新
）
は
新
記
録
）

【
50
ｍ
自
由
形
】

　

５
年
女
子　

渡わ
た

邊な
べ　

希の
ぞ

美み（
御
北
）　
　

47
秒
４

　

５
年
男
子　

森も
り

尾お　

岳が
く

叶と（
上
竹
荘
）　

43
秒
１

　

６
年
女
子　

山や
ま

本も
と　

朱あ
か

音ね（
吉
川
）　
　

39
秒
７

　

６
年
男
子　

櫻さ
く
ら
ま間　

巧こ
う

己き（
吉
備
高
原
）
36
秒
６（
新
）

【
50
ｍ
平
泳
ぎ
】

　

５
年
女
子　

中な
か

瀬せ

亜あ

果か

梨り（
吉
備
高
原
）
１
分
４
秒
５

　

５
年
男
子　

酒さ
か

井い　

滉こ
う

一い
ち（
下
竹
荘
）　

１
分
５
秒
５

　

６
年
女
子　

禰ね

元も
と　

梨り

花か（
吉
川
）　
　

53
秒
２

　

６
年
男
子　

駒こ
ま

形が
た　

颯そ
う

真ま（
吉
備
高
原
）
52
秒
６（
新
）

【
１
０
０
ｍ
自
由
形
】

　

５
年
男
子　

中な
か

田だ　

樹じ
ゅ

音の
ん（

津
賀
）　
　

１
分
56
秒
０

　

６
年
女
子　

伊い

野の

家け

朱み

智さ
と（

豊
野
）　
　

１
分
42
秒
１

　

６
年
男
子　

櫻さ
く
ら
ま間　

巧こ
う

己き（
吉
備
高
原
）
１
分
24
秒
４（
新
）

【
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
】

　

５
年
女
子　

天あ
ま

野の　

琳り

日か（
吉
備
高
原
）
２
分
24
秒
４

　

６
年
女
子　

禰ね

元も
と　

梨り

花か（
吉
川
）　
　

１
分
57
秒
４

　

６
年
男
子　

香か

川が
わ　

景け
い

津し
ん（
吉
川
）　
　

２
分
５
秒
９

【
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

　

女
子　

豊
野
A

　
　
　

伊い

野の

家け

朱み

智さ
と

・
小こ

室む
ろ

明あ
す

華か

・
山や
ま

本も
と

真ま

帆ほ

・
難な
ん

波ば

美み

空く

　
　
　

３
分
２
秒
３
（
新
）

　

男
子　

上
竹
荘

　
　
　

森も
り

尾お

岳が
く

叶と

・
肥ひ

田だ

洸こ
う

樹き

・
寺て
ら

川か
わ

和の

亜あ

・
塚つ
か

田だ

和か
づ

生お

　
　
　

２
分
53
秒
３

保
育
園
の
園
児
が
交
流

　

7
月
30
日
、
国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家
で
、
町
内
６
保

育
園
の
合
同
保
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
町
保
育
協
議
会
の
河か

わ

内う
ち

博ひ
ろ

子こ

会
長
か
ら
「
い
ろ

い
ろ
な
保
育
園
の
先
生
や
お
友
達
と
お
約
束
を
守
り
な
が

ら
、
今
日
は
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
保
育
園
の
職
員
紹
介
も
行
わ
れ
、
参
加
し
た

園
児
た
ち
は
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
元
気
よ
く
あ

い
さ
つ
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
床
に
並
べ
ら
れ
た
パ
ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
「
か

た
ち
あ
わ
せ
ゲ
ー
ム
」
や
、
色
ん
な
お
題
を
体
で
表
現
し
て

相
手
に
伝
え
る
「
ゼ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」
な
ど
を
全
員
で
行

い
、
園
児
た
ち
は
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

朗
読
を
通
し
て
名
作
に
ふ
れ
る

　

８
月
９
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
、
町
図
書

館
主
催
に
よ
る
、
お
と
な
と
こ
ど
も
の
朗
読
会
「
夏
の
こ
わ

い
は
な
し
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

朗
読
会
に
は
42
名
が
参
加
。
第
１
部
で
は
朗
読
グ
ル
ー
プ

「
花か

の
ん音
」
に
よ
る
、
絵
本
で
お
な
じ
み
の
「
お
し
い
れ
の
ぼ

う
け
ん
」「
じ
ご
く
の
そ
う
べ
え
」
の
朗
読
が
ゆ
か
い
な
演

技
と
ピ
ア
ノ
演
奏
を
交
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
小
泉
八
雲
の
世
界
と
題
し
「
言こ

と

の
葉は

二
人
会

（
沖
田
喜
一
さ
ん
、
中
山
美
保
さ
ん
）」
に
よ
る
「
む
じ
な
」

「
鳥
取
の
ふ
と
ん
」「
耳
な
し
芳
一
」
の
朗
読
が
、
木
口
和

枝
さ
ん
の
琴
・
三
味
線
の
演
奏
に
の
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
壇
上
で
行
わ
れ
た
、
迫
真
の
朗
読
劇
に
真
剣

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
、
ロ
マ
ン
高
原

か
よ
う
総
合
会
館
で
「
ハ
ー

ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
in
き
び

ち
ゅ
う
お
う
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
幅

広
い
自
衛
隊
の
活
動
を
紹
介

し
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

と
と
も
に
、音
楽
を
通
じ
て
、

地
域
の
活
性
化
や
芸
術
文
化

の
振
興
を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

陸
上
自
衛
隊
第
13
音
楽
隊

に
よ
る
演
奏
で
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
名
曲
「
亜
麻
色
の
髪

の
乙
女
」
か
ら
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
曲
な
ど
計
15
曲
が

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、加
茂
川
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
と
合
同
で「
残

酷
な
天
使
の
テ
ー
ゼ
」「
シ
ン
グ 

シ
ン
グ 

シ
ン
グ
」
の
２

曲
が
披
露
さ
れ
、
こ
の
日
訪
れ
た
観
客
は
、
迫
力
の
演
奏
に

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
、
津
賀
公
民
館
に
お
い
て
、
こ
ど
も
体
験
ク
ラ

ブ
「
お
天
気
実
験
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
ク
ラ
ブ
は
、津
賀
公
民
館
が
小
学
生
を
対
象
に
、

地
域
の
方
や
、子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
日
本
気
象
予
報
士
会
岡
山
支
部
の
会
員
６
名

を
講
師
に
招
き
、
町
内
の
小
学
生
親
子
18
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

教
室
で
は
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
詰
め
た
容
器
に
、
息
を
吹

き
込
ん
だ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
入
れ
て
雪
を
作
る
実
験
や
、
小

さ
な
竜
巻
を
作
り
観
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
天
気
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
で
は
、
ア
メ
ダ

ス
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
や
、
実
際
に
雨
量
計
に
さ

わ
っ
て
み
る
な
ど
、
親
子
で
、
天
気
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

天
気
に
つ
い
て
学
ぶ
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８
月
28
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か

よ
う
総
合
会
館
で
吉
備
中
央
町

地
域
づ
く
り
団
体
連
絡
協
議
会

主
催
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
に
は
、
㈱
バ
イ
ト
マ
ー

ク
代
表
取
締
役
社
長
で
元
山
陽

放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
江え

草ぐ
さ

里さ
と

美み

さ
ん
に
よ
る
、「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
思
う
野
菜
と
果

物
の
大
切
さ
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
「
あ
な
た
が
食
べ
た
も
の
で
あ
な
た
が
で
き

て
い
ま
す
。
病
気
に
は
色
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
食
生

活
が
与
え
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
。
こ
れ
を
正
し
て
い
く

こ
と
で
健
や
か
な
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
、

ご
自
身
の
体
験
を
も
と
に
、
食
の
大
切
さ
に
つ
い
て
熱
心
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
で
音
楽
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
オ
カ
リ
ナ
フ

レ
ン
ズ
花
」
と
「
フ
ロ
ー
ラ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の
合
同
演
奏

会
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
オ
カ
リ
ナ

や
ピ
ア
ノ
の
音
色
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
、
11
日
に
吉
備

中
央
町
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
連
盟

と
備
前
市
日
生
町
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少

年
団
連
盟
の
交
歓
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
毎
年
交
互
に

会
場
を
受
け
持
っ
て
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は

吉
備
中
央
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
42
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
吉
川
小
学
校
６
年
の
坂さ

か

井い

洸こ
う

太た

く
ん
、
坂さ
か

井い

壱い
っ

成せ
い

く
ん
、
香か

川が
わ

景け
い

津し
ん

く
ん
が
「
友
情
、
秩
序
、
奉
仕
の

精
神
を
養
い
、
こ
れ
を
日
々
の
生
活
に
生
か
す
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
天
体
観
測
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
狩
り
な
ど
を
通
し
て
、
団
員
・
リ
ー
ダ
ー
と
も
交
流
が

図
ら
れ
る
な
ど
、有
意
義
な
交
歓
大
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
、
下
竹
荘
公
民

館
で
田
土
老
人
ク
ラ
ブ
元
気

会
に
よ
る「
町
長
と
語
る
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
山
本
町
長
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
、
町
の
主

要
施
策
の
説
明
や
、
新
設
さ

れ
る
加
賀
中
学
校
の
状
況
が

報
告
さ
れ
、
地
域
の
方
々
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
願

い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
保
健
課
職
員

の
指
導
の
も
と
、
健
康
づ
く
り
体
操
「
き
び
き
び
体
操
」
を

ゆ
っ
た
り
と
し
た
音
楽
に
合
わ
せ
て
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
下
竹
荘
公
民
館
の
小お

川が
わ

克か
つ

典の
り

館
長
に
よ
る
、
よ

こ
笛
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
奏
で
は
「
赤
と
ん
ぼ
」

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
歌
詞
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、

笛
の
音
色
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
９
日
、
宇
甘
渓
自
然
公
園
広
場
で
夏
休
み
恒
例
の
第

26
回
宇
甘
渓
夏
祭
り
が
、
宇
甘
渓
を
き
れ
い
に
す
る
会
（
代

表
草く

さ

地ち

義よ
し

弘ひ
ろ

さ
ん
）
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
同
会
の
会
員
と
商
工
会
に
よ
る
鮎
の
塩
焼
き

や
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
な
ど
の
露
店
が
並
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
向
け
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
な
ど
も
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
バ
ン
ド
演
奏
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
祭
り
の
締
め
く
く

り
で
は
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

宇
甘
渓
夏
祭
り

町
長
と
語
る
会

吉
備
中
央
町
・
日
生
町

�

Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
連
盟
交
歓
大
会

　

８
月
22
日
、
上
加
茂
地
区

で
、
第
１
０
０
回
目
の
「
上

加
茂
サ
ロ
ン
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
は
、「
上
加
茂

３
匹
の
こ
ぶ
た
（
代
表
伊い

賀が

幸さ
ち

子こ

さ
ん
）」
主
催
で
毎
月
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

記
念
と
な
る
今
回
の
サ
ロ

ン
に
は
、
同
会
員
16
名
が
参

加
。
吉
備
高
原
青せ

い

馬ば

窯が
ま

で
作

陶
活
動
を
さ
れ
て
い
る
銭ぜ

に

本も
と

眞ま

理り

さ
ん
（
上
野
）
を
講
師
に

迎
え
、
陶
芸
教
室
が
行
わ
れ
、
花
瓶
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
芯
に
粘
土
を
巻
い
て
筒
状
の
形
を
作
り
、
底

を
つ
け
て
形
を
整
え
た
あ
と
、
ベ
ン
ガ
ラ
を
使
っ
て
桜
な
ど

の
絵
を
描
き
入
れ
ま
し
た
。

　

今
回
作
ら
れ
た
花
瓶
は
、
銭
本
先
生
に
よ
り
、
焼
成
な
ど

が
行
わ
れ
完
成
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

作
業
後
に
は
、
夏
野
菜
で
作
っ
た
カ
レ
ー
を
食
べ
た
り
、

１
０
０
回
目
の
サ
ロ
ン
開
催

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
行
わ

れ
、
参
加
者
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

食
の
大
切
さ
を
伝
え
る

名
場
面
を
再
現

　

８
月
25
日
、湯
山
に
あ
る
川
合
神
社
で
献
灯
祭
が
行
わ
れ
、

夏
の
風
物
詩
で
あ
る
「
だ
し
」
が
並
び
ま
し
た
。

　
「
だ
し
」
は
疾
病
の
退
散
や
五
穀
豊
穣
な
ど
を
願
い
、
わ

ら
で
作
っ
た
人
形
に
紙
の
衣
装
を
つ
け
て
奉
納
す
る
も
の

で
、
岡
山
県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
６
地
区
、
だ
し
保
存
会
、
下
竹
荘
小
学
校
か
ら

計
８
基
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
歌
舞
伎
の
十
八
番
の
一
つ

「
押お

し
も
ど
し戻」
や
備
中
神
楽
で
お
な
じ
み
の
「
大
蛇
退
治
」
な
ど

の
名
場
面
が
再
現
さ
れ
、
大

勢
の
参
拝
客
は
「
だ
し
」
を

見
物
し
た
り
撮
影
し
た
り
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
拝
客
に
よ
る
投

票
も
行
わ
れ
、
優
秀
賞
に
川

東
、吉
長
地
区
が
奉
納
し
た
、

会
津
藩
出
身
の
新
島
八
重
を

モ
デ
ル
に
製
作
さ
れ
た
「
八

重
の
桜
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

10
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 10月18日（金）午前９時～正午

会場 下竹荘公民館 加茂川
総合福祉センター

相談
内容

行政相談
人権相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

10
月
１
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

10
月
15
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※ 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

年
金
相
談
会

　

日
時　

10
月
３
日
㈭

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

賀
陽
庁
舎
相
談
室

　

内
容　

  

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

文
化
功
労
、
善
行
な
ど
の

�

表
彰
者
を
推
薦
く
だ
さ
い

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

町
で
は
、
町
の
自
治
、
経
済
、
社
会
、
文

化
そ
の
他
各
般
に
わ
た
り
町
の
発
展
に
寄
与

し
、
町
民
の
福
祉
増
進
に
功
績
の
あ
っ
た
方

及
び
徳
行
が
町
民
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
方

を
広
く
表
彰
す
る「
吉
備
中
央
町
表
彰
規
則
」

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

表
彰
は
、
有
功
表
彰
、
善
行
表
彰
、
栄
誉

表
彰
及
び
記
念
表
彰
が
あ
り
、
年
に
１
回
町

長
が
表
彰
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
周
り
で
、「
○
○
○
の
す
ば
ら

し
い
活
動
を
永
年
し
て
い
る
」
な
ど
、
表
彰

に
ふ
さ
わ
し
い
方
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
対
象
】

　

 

町
内
に
在
住
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
事
務

所
を
持
つ
法
人
、
団
体
等

【
推
薦
手
続
】

　

推
薦
書
を
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

【
締　

切
】

　

10
月
11
日
㈮

【
表　

彰
】

　

11
月
中
旬

　

 （
吉
備
中
央
町
褒
賞
及
び
表
彰
等
検
討
委

員
会
に
お
い
て
審
査
し
表
彰
者
を
決
定
し

ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課　

行
政
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
３

水
道
メ
ー
タ
ー
を

�

適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　

確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
、毎
月
初
め
に
検
針
人
が
訪
問
し
、

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
っ
て
い
ま
す
。

正
確
な
検
針
の
た
め
に
、水
道
メ
ー
タ
ー
は
、

い
つ
も
見
や
す
い
状
態
に
な
る
よ
う
、
次
の

こ
と
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
駐
車
し
た

り
、
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
、
草
や
土
で
隠
れ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

■ 

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
へ
の
通
路
を
確
保
す
る
な
ど
、

安
全
に
検
針
で
き
る
よ
う
に
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

水
道
課　

上
水
道
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
１
３
４

適正に管理されている例

適正に管理されていない例

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い

平
成
25
年
住
宅
・
土
地

�

統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る

�

出
前
講
座

　
『
住
ま
い
か
ら　

描
く
日
本
の　

未
来
地

図
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
10
月
１
日
よ
り
、
全

国
で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
の
住
生
活
に
関
す

る
最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、
全
国
約

３
５
０
万
世
帯
の
方
々
を
対
象
と
し
た
大
規

模
な
調
査
で
す
。

　

町
内
で
は
、
14
の
調
査
区
が
指
定
さ
れ
て

お
り
、
約
２
１
０
世
帯
を
対
象
に
調
査
を
お

願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
近
年
に
お
い
て
多
様

化
し
て
い
る
国
民
の
居
住
形
態
や
少
子
・
高

齢
化
等
の
社
会
・
経
済
状
況
の
変
化
を
踏
ま

え
、
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
①
少

子
高
齢
社
会
を
支
え
る
居
住
環
境
、
②
耐
震

性
・
防
火
性
と
い
っ
た
住
宅
性
能
水
準
の
達

成
度
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
住
宅
、
③
土
地

の
有
効
利
用
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
下
旬
に
、

岡
山
県
知
事
が
任

命
し
た
統
計
調
査

員
が
調
査
対
象
と

な
っ
た
お
宅
へ
調

査
票
を
配
布
し
、

後
日
、
受
取
に
お

伺
い
し
ま
す
の

で
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
調
査
票

の
記
入
内
容
は
、「
統
計
法
」
に
よ
っ
て
厳

重
に
保
護
さ
れ
ま
す
。
調
査
員
を
は
じ
め
と

す
る
調
査
関
係
者
が
調
査
で
知
り
得
た
内
容

を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
を
作
成
・
分
析

す
る
目
的
以
外
に
調
査
票
を
使
用
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ら
の
行
為
は
、

「
統
計
法
」
に
よ
り
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
課　

総
合
政
策
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
４

岡山市との紙面交流

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
訪
問
販
売
や
マ

ル
チ
商
法
な
ど
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
若

年
層
で
は
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
消
費
者
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
と
早

期
解
決
を
図
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
・
サ
ロ

ン
・
地
域
団
体
な
ど
へ
出
向
き
、
消
費
生
活

相
談
員
が
お
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
グ
ル
ー
プ
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
希

望
の
方
は
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

▲

メイン期間　９／28㊏～10／14㊗　（プレ期間９／ 7㊏～９／ 27 ㊎）
今年も野外でホールで、多彩なジャンルの音楽イベントを開催します！

　　　　お問い合わせ先　岡山市文化振興課　☎ 086-803-1054
　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://www.city.okayama.jp/oimf/

下石井公園イベント
◦日時：10／５（土）・６（日）
◦会場：下石井公園
◦料金：無料
◦内容： ２日間にわたって音楽・飲食・アートのイ

ベントを開催。５日は12：00～「こども音
楽祭（山口ともさんら）」、15：00～「水と
緑の音楽会（中西圭三さんら）」、18：00～
「ミュージックナイト」、翌日６日は11：00
～「ジャズ横丁」。ご家族でお越しください。

日時 場　所 タイトル
9/28㈯ JR 岡山駅前広場 オープニングコンサート（無料）

9/29㈰ 岡山シンフォニー
ホール アンサンブル・ウィーン = ベルリン 

10/6㈰ 岡山シンフォニー
ホール 国立モスクワ合唱団 岡山公演 

10/12㈯ 岡山市民会館 森山良子ハートフルコンサート 

10/13㈰ 岡山市民会館 ガールズミュージックコレクション
（土屋アンナ、青山テルマら）

10/14㈷ 岡山市民会館 YAMAZAKI MASAYOSHI
“SEED FOLKS”in OKAYAMA

10/14㈷ 岡山市総合文化
体育館

2013マーチング・イン・オカヤマ
メインフェスティバル

主なコンサート

 おかやま国際音楽祭 検索他にも無料イベントや多彩なコンサートを開催。詳しくは

おかやま音楽祭20周年
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高齢者へのインフルエンザ予防接種
が始まります

＊10月１日から、高齢者へのインフルエンザ予防接種助成事業を、下記のとおり行います。

　接種期間　　平成25年10月１日（火）～平成26年１月31日（金）
　　　　　　　　※�ワクチンが十分な効果を維持する期間は接種後約２週間後から約５ヵ月間とさ

れています。
　対 象 者
　　�　吉備中央町に住民票があり、接種日に満65歳以上の方と、満60歳以上65歳未満の方で、心
臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有
する方、及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障
害を有する方（概ね身体障害者手帳１級をお持ちの方）が対象です。

　自己負担金（年度１回の接種のみ助成いたします。）
　　対象者で生活保護世帯の方　　無　料（事前に助成券を配布します。）
　　対象者で上記以外の方　　　　１，６００円

　接種場所
　　�　吉備中央町と委託契約を結んだ下記の町内医療機関及び県内医療機関（相互乗り入れ参加医
療機関のみ）

　★町内の一般来院受入医療機関（平成25年９月現在）★
医療機関名 所　在　地 電話番号

加茂川診療所 吉備中央町下加茂1103－8 0867－34－1661
賀陽クリニック 吉備中央町湯山1003－1 0866－54－1519
木戸医院 吉備中央町上竹584－3 0866－54－1221
吉備高原ルミエール病院 吉備中央町宮地3336－15 0866－55－5331
吉備中央町新山診療所 吉備中央町尾原508 0867－35－9977
塚本内科医院 吉備中央町円城855 0867－34－0037
ももたろう吉備高原クリニック 吉備中央町吉川7531 0866－56－6311

　手続き、持参品
　　接種を希望される方は医療機関に予約をして、接種を受けてください。
　　予診票は、各医療機関に置いています。
　　住所、年齢の確認のできる健康保険被保険者証等をご持参ください。

　ワクチン接種に当たって効果とリスクについて
　　�　ワクチン接種は多くの方々に重症化予防というメリットをもたらしますが、接種後、はれた
り、熱が出るなどの症状が出るケースもあり、まれではありますが、重篤な症状を引き起こす
可能性もあります。この点をご理解いただいた上で、個人の判断により接種を受けてください。

　　※�64歳以下の方への助成は行っておりませんが、インフルエンザへの予防対策とまん延防止
の観点から64歳以下の方も予防接種を受けることをお勧めいたします。

【お問い合わせ先】　　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326
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津
賀
公
民
館

 

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

◎
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　「
リ
ー
ス
を
か
ざ
ろ
う
」

　

■
日　

時
／
10
月
26
日
㈯

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　

■
場　

所
／
津
賀
公
民
館

　

■
材
料
代
／
お
と
な 

１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

こ
ど
も 

５
０
０
円

　

■
持
参
品
／
は
さ
み
、
て
ふ
き

　

■
申
込
締
切
／
10
月
15
日
㈫

大
和
公
民
館

 

☎
０
８
６
６

－

５
５

－

５
９
７
４

豊
野
公
民
館

 

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
１
９
４

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

　

■
日　

時
／
10
月
４
日
㈮
、
18
日
㈮

　
　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
～

　

■
場　

所
／
大
和
公
民
館　

ホ
ー
ル

　

■
講　

師
／
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　

山や
ま

本も
と

素も
と

栄え

さ
ん

　

■
参
加
費
／
５
０
０
円
（
１
回
）

　

■
持
参
品
／
運
動
靴

　

※ 

当
日
は
、
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
に
美
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
。

◎
秋
の
草
木
展

　

■
日　

時
／
９
月
28
日
㈯

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
半
か
ら

 

午
後
５
時
ま
で　

　
　
　
　
　
　

９
月
29
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
半
か
ら

 

午
後
４
時
ま
で　

　

■
場　

所
／
豊
野
公
民
館　

大
会
議
室

　

 

豊
野
公
民
館
山
野
草
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
草
木
を
展
示
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

円
城
公
民
館

 

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
５
５
５

◎
か
も
が
わ
公
民
館
ま
つ
り

　
津
賀
・
円
城
・
御
北
公
民
館
合
同
開
催

　

■
日
時
・
内
容

　
　
　

11
月
２
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　

作
品
展
示
、
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
発
表

　
　
　

11
月
３
日
㈰ 

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　
　

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

　

■
場　

所
／
円
城
公
民
館

　

※
同
時
開
催
／
菊
花
展

 

（
菊
づ
く
り
ク
ラ
ブ
）　　

せ
ら
知
お
の
ら
か
館
民
公

お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

「
法
の
日
」週
間
行
事

　

10
月
１
日
の
「
法
の
日
」
は
、
国
を
挙
げ

て
法
の
尊
重
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、
社
会

秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高
め
る
た
め
の
日
と

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
法
の
日
」
の
趣
旨
を
広
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

の
１
週
間
を
「
法
の
日
」
週
間
と
し
て
行
事

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の
開
設

　

土
地
、家
屋
、交
通
事
故
、金
銭
の
貸
借
、

離
婚
、
相
続
、
人
権
、
子
ど
も
の
非
行
・
人

権
、
登
記
な
ど
の
法
律
問
題
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

【
開
催
日
】　

10
月
３
日
㈭

【
受
付
時
間
】

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

【
場　

所
】

　

岡
山
市
北
区
南
方
1

－

８

－

29

相　

談

　

岡
山
弁
護
士
会
館
2
階

【
担　

当
】

　

岡
山
弁
護
士
会
、
岡
山
地
方
法
務
局

　

※ 

当
日
は
、
駐
車
場
の
混
雑
が
見
込
ま
れ

ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
公
共
交
通
機

関
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

８

－

42

　

岡
山
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

 

☎
０
８
６

－

２
２
２

－

６
７
７
１

 

内
線
４
２
１
１

2
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
、裁
判
の
傍
聴

　

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
は
、
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
事
前
に
人
数
や
時
間

に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
裁
判
は
自

由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
傍
聴
席
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
団
体
で
の
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

８

－

42

　

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
広
報
係

 

☎
０
８
６

－

２
２
２

－

６
７
７
１

 

内
線
３
２
２
２

3
検
察
庁
庁
舎
の
見
学

　

検
察
庁
庁
舎
の
見
学
に
つ
い
て
は
、
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合

は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

３

－

58

　

岡
山
地
方
検
察
庁　

企
画
調
査
課

 

☎
０
８
６

－

２
２
４

－

５
８
６
７

お
知
ら
せ

法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

無
料
調
停
相
談
会
開
設

　

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

　

秘
密
厳
守
、
相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
設
日
時
】

　

10
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

【
会　

場
】

　

①
岡
山
市
北
区
丸
の
内
二
丁
目
6
番
30
号

　
　

岡
山
県
立
図
書
館
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

　

②
高
梁
市
落
合
町
近
似
５
０
０
番
地
20

　
　

岡
山
地
方
法
務
局
高
梁
支
局

【
相
談
内
容
】

　

 

土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人
な
ど
の
登
記

手
続
、
土
地
の
境
界
問
題
、
遺
言
・
相
続

に
関
す
る
も
の
、
戸
籍
に
関
す
る
も
の
、

い
じ
め
・
Ｄ
Ｖ
・
差
別
・
虐
待
等
の
人
権

問
題
に
関
す
る
も
の

【
相
談
担
当
者
】

　

 

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
、
公
証
人
及
び
人
権
擁
護
委
員

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

①
岡
山
地
方
法
務
局　

総
務
課

　
　

担
当
／
高た

か

木ぎ

　
　

☎
０
８
６

－
２
２
４

－

４
７
９
４

　
　

☎
０
９
０

－
８
２
４
６

－

４
０
１
０

　

②
岡
山
地
方
法
務
局
高
梁
支
局

　
　

担
当
／
仙せ

ん

頭ど
う

　
　

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

２
３
１
８

　

無
料
調
停
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、
金
銭
貸
借
な

ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、ご
遠
慮
な
く
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
11
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】
高
梁
市
文
化
交
流
会
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
梁
調
停
協
会
事
務
局

 

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

２
０
５
１

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
～
あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
る

�

子
ど
も
が
い
ま
す
～

　
『
里
親
』
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
家
族
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
を
家
庭
に
迎
え
て
育
て
て
く
だ
さ

る
方
の
こ
と
で
す
。

　
『
里
親
制
度
』
と
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ

き
、
公
的
な
役
割
と
し
て
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
ち
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
児
童
養
護

施
設
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
に
安
定

し
た
子
ど
も
時
代
を
提
供
す
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
好
き
な
方
、
子
育
て
が
一
段
落

つ
い
た
方
、
子
育
て
経
験
を
生
か
し
た
い
方

な
ど
、里
親
制
度
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
７
０
０

－

０
８
０
７

　

岡
山
県
岡
山
市
北
区
南
方
２

－

13

－

１

　

岡
山
県
中
央
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
支
援
課

 

☎
０
８
６

－

２
３
５

－

４
１
５
２

　
　
　
　
　

０
８
６

－

２
３
５

－

４
６
０
６

　

難
病
患
者
・
家
族
の
皆
さ
ま
を
対
象
に 

「
在
宅
難
病
患
者
・
家
族
の
集
い
」
を
吉
備

中
央
町
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

　

日
頃
の
悩
み
や
心
配
事
な
ど
、
み
ん
な
で

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
14
日
㈭

　
　
　
　

午
後
2
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
（
受
付
／
午
後
１
時
45
分
）

【
場
所
】
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

　
　
　
　

１
階

【
内
容
】
講
話
及
び
座
談
会

【
講
師
】
難
病
医
療
連
絡
協
議
会

　
　
　
　

守も
り

屋や

さ
と
み
相
談
員

【
申
込
締
切
】
11
月
7
日
㈭

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
備
前
保
健
所　

保
健
課

 

☎
０
８
６

－

２
７
２

－

３
９
３
４

FAX

第
28
回
岡
山
地
区
矯
正
展

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
岡
山
刑
務
所
と
受
刑
者

の
社
会
復
帰
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
施
設
の
紹
介
や
刑
務
所
作
業
製

品
の
展
示
即
売
、
ち
び
っ
子
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
等
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
19
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
　
　
　

10
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

【
場
所
】
岡
山
刑
務
所

　
　
　
　

岡
山
市
北
区
牟
佐
７
６
５

【
内
容
】�

矯
正
広
報
コ
ー
ナ
ー
、
展
示
即
売

コ
ー
ナ
ー
、
所
内
見
学
、
イ
ベ
ン

ト
コ
ー
ナ
ー

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
刑
務
所

 

☎
０
８
６

－

２
２
９

－

２
５
３
４

在
宅
難
病
患
者
・
家
族
の
集
い
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

10月号

出会いの
月号

扉
2013年 10月の休館日

１日～９日
14日　20日
21日　28日

＜一般書＞　�
　若くして夫に先立たれた
テツコ。夫の父親であり、
同じく妻に先立たれたギフ
（義父）。ふたりは同居す
る理由をなくしたあともの
んびり一つ屋根の下で暮ら
している。テツコとギフ、
それを取り巻く人々のエピ
ソードがつながっていく連
作短編集。
� （かもがわ図書館）

＜児童書＞　�
　引っ込み思案でさえない
佐藤トシオは、ひょんな
ことから、かっこよくてお
もしろい羽根田トビ太と漫
才コンビ「ダブルティー」
を結成。お笑い養成学校の
入学試験になんとか合格し
たふたりだけど、トシオの
お母さんが入院してしまい
「ダブルティー」は解散の
危機に！？
�（ロマン高原かよう図書館）

『お笑い一番星』
牧野節子／作・櫻井砂冬美／絵

くもん出版

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

ピアノはっぴょうかい みやこしあきこ／ブロンズ新社 か

おうちにいれちゃだめ！ ケヴィン･ルイス／フレーベル館 か

イルカようちえん のぶみ／ひかりのくに ロ

ちゅうしゃなんかこわくない 長谷川義史／岩崎書店 ロ

児　

童　

書

スーパー戦隊大図鑑 ポプラ社 か

極上おばけクッキング むらいかよ／ポプラ社 か

蒼きサムライ　本田圭祐 本郷陽二／汐文社 ロ

とびばこのひるやすみ 村上しいこ／ PHP 研究所 ロ

一
般
実
用
書

運命のバーカウンター 高橋　仁／幻冬舎 か

民藝の教科書　かごとざる 萩原健太郎／グラフ社 か

不格好経営チーム DeNA の挑戦 南場智子／日本経済新聞社 ロ

ランドセル俳人の五七五 小林　凛／ブックマン社 ロ

一
般
読
み
物

巨鯨の海 伊東　潤／光文社 か

とにかく散歩いたしましょう 小川洋子／毎日新聞社 か

わたしをみつけて 中脇初枝／ポプラ社 ロ

ようこそ、わが家へ 池井戸潤／小学館 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
10月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～10時50分
　　　10日（木）かもがわ図書館
　　　24日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後２時50分
　　　19日（土）かもがわ図書館

出 演 レインボーさん

講　師：中山�美保さん
� （元 RSK アナウンサー）
日　時：第１回　11月２日（土）
　　　　第２回　11月24日（日）
　　　　第３回　12月８日（日）
　　　　第４回　12月22日（日）
　元気に、ゆかいに、はつらつと
声を出してみませんか？
＊�読書週間行事、朗読チャレンジ講座の
詳細は、10月号同封のチラシをごらん
ください。

『昨夜のカレー、明日のパン』
木皿�泉／著　河出書房新社

朗読チャレンジ講座
募集のお知らせ

★新しい自分発見のチャンス★

全４回

10/27～11/9は読書週間です！

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
24
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
高た
か

谷や

　
流り
ゅ
う

晟せ
い

さ
ん
の
「
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「ぼくのおばあちゃん」
豊野小学校　５年

高
たか

谷
や

 流
りゅう

晟
せい
さん

　

ぼ
く
の
家
は
、「
た
か
や
ス
ト
ア
」
を
し
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、毎
日
コ
ロ
ッ

ケ
や
天
ぷ
ら
を
作
っ
て
い
ま
す
。
最
初
に
こ
の
コ

ロ
ッ
ケ
を
作
っ
て
い
た
の
は
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
し
た
。
だ
け
ど
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
こ

け
て
、
手
の
骨
を
折
っ
て
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。   

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
客
さ
ん
の
お
昼
ご
は
ん

に
間
に
合
う
よ
う
に
お
店
に
出
す
た
め
、
朝
早
く

か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ゆ
が
い
た
り
、
野
菜
を
切
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

  

ぼ
く
は
休
み
の
時
、
時
々
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
つ
ぶ

す
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
し
て
い
る
の
を
見
て
い
る
と
、

と
て
も
か
ん
た
ん
そ
う
に
見
え
ま
す
。
ぼ
く
に
も

で
き
る
、
と
思
っ
て
や
っ
て
み
る
と
、
何
回
も
つ

ぶ
さ
な
い
と
い
け
な
い
し
、
力
も
い
る
し
、
す
ご

く
た
い
へ
ん
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
自
分
か
ら
し
た
の
に
、
少
し
し
て
す

ぐ
に
、

「
も
う
で
き
ん
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
し
て
。」　

と
言
っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
た
の
み
ま
し
た
。

で
も
、
何
日
か
た
つ
と
、
や
り
た
く
な
り
ま
す
。

す
ぐ
や
め
る
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
い
つ
も
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

夏
に
は
、
調
理
場
は
、
四
十
度
近
い
温
度
ま
で

上
が
っ
て
、
と
て
も
暑
い
で
す
。
そ
こ
で
コ
ロ
ッ

ケ
や
天
ぷ
ら
を
作
っ
て
い
ま
す
。
少
し
の
時
間
だ

け
で
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
に
い
く
と
、
ぼ
く

は
あ
せ
が
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
ま
す
。
暑
い
と
こ

ろ
で
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
す

ご
い
で
す
。

　

ぼ
く
は
時
々
、
で
き
た
て
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
こ
っ
そ
り
も
ら
っ
て
食
べ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
コ
ロ
ッ
ケ
は
あ
つ
あ
つ
で
、

サ
ッ
ク
サ
ク
で
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
い
し
い
な
あ
。」

と
言
う
と
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
、
も
う
一
つ
く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
、お
父
さ
ん
に
は
な
い
し
ょ
で
す
。

　

お
店
に
な
ら
べ
る
時
、
ぼ
く
は
ね
だ
ん
の
シ
ー

ル
を
は
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
一
ま
い
一
ま
い
の

シ
ー
ル
が
ま
が
ら
な
い
よ
う
に
、
て
い
ね
い
に
は

る
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

「
り
ゅ
う
せ
い
、
あ
り
が
と
う
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

助
か
る
わ
ぁ
。
ま
た
お
ね
が
い
な
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、
そ
う
言
わ
れ
る

と
う
れ
し
く
な
っ
て
、
ま
た
手
伝
お
う
と
思
い
ま

す
。

　

ぼ
く
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
い
る
料
理

が
好
き
で
す
。
そ
の
中
で
も
、
コ
ロ
ッ
ケ
が
大
好

き
で
、
お
い
し
い
コ
ロ
ッ
ケ
を
作
っ
て
く
れ
る
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。
仕
事
が
た
い
へ
ん

で
、毎
日
い
そ
が
し
い
け
ど
、体
に
気
を
つ
け
て
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
手
伝
い
を
す
る
か
ら
、
お
い
し

い
コ
ロ
ッ
ケ
を
作
っ
て
ね
。

図書館カフェ本のバトン

トリック工作

わくわく展示

読んであそぼう！
長
は

谷
せ

川
がわ

義
よし

史
ふみ

わーるど

※10月１日～９日は図書館整理期間による休館です

読んだ本を
紹介しよっ！

あらふしぎ！
簡単に作れる

「読書フェスティバル」11/23
にやって来る絵本作家長谷川
義史さんの本を読もう

愛されるロングセラー絵本
貸し出し人気本ランキング

飲み物片手に
リラックス

読書♪



ご寄附に感謝します　育英資金（敬省略）

おめ

でとう満1歳
便

深
井　

愛
友
ち
ゃ
ん
（
上
田
西
）

ふ
か
い　

ま
な
と

平成24年10月14日生まれ

キミの笑顔に癒されてるよ。
もっともっと大きくなってね♡
　　　　　　　パパ・ママより

藤
本　

華
帆
ち
ゃ
ん
（
豊
野
）

ふ
じ
も
と　

か

ほ

平成24年10月13日生まれ

かほちゃん、1歳おめでとう!! いつも
いっぱい笑ってくれてありがとう。
元気でいっぱい大きくなってね。

難
波　

優
実
ち
ゃ
ん
（
宮
地
）

な
ん
ば　

ゆ
う
み

平成24年10月１日生まれ

大
木　

誠
也
ち
ゃ
ん
（
納
地
）

お
お
ぎ　

せ
い
や

いつもにこにこしている誠也くん。
元気に大きくなってね。

平成24年10月４日生まれ

ゆるキャラ系の優実ちゃん。
やさしい子になってね。

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
・
小
学
生
》�

河
田　
和
枝
選
（
投
句
者
47
名
）

「
三
光
」

　
人
　
ド
ー
ナ
ツ
や
ア
イ
ス
に
見
え
る
夏
の
雲�

伊
野
家
朱
智

　
地
　
雲
を
見
る
色
々
変
わ
る
シ
ル
エ
ッ
ト�

見
尾
　
來
夢

　
天
　
雲
が
描
く
空
の
キ
ャ
ン
バ
ス
名
画
伯�

大
月
　
希
海

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
・
中
学
生
》�

河
田　
和
枝
選
（
投
句
者

125
名
）

「
三
光
」

　
人
　
囚
わ
れ
ぬ
孤
高
の
浮
き
雲
威
厳
あ
り�

難
波
　
和
希

　
地
　
雲
の
か
た
ち
想
像
す
れ
ば
無
限
大�

坂
田
　
一
馬

　
天
　
雨
雲
を
飛
ば
し
て
咲
い
た
虹
の
花�

小
野
あ
か
ね

《
一
般
の
部
》�

生
駒　
聖
天
選
（
投
句
者
29
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　
気
が
か
り
な
事
を
済
ま
せ
ば
雲
も
去
り�

片
山
　
紀
彦

　
　
　
行
く
雲
に
ま
か
せ
て
今
日
を
無
事
に
終
え�

中
尾
　
里
恵

　
　
　
ち
ぎ
れ
雲
亡
母
の
笑
顔
に
な
っ
て
く
る�

浅
田
　
君
子

　
　
　
百
態
を
演
じ
る
雲
の
夏
の
空�

山
岡
か
ず
子

　
　
　
雲
海
に
レ
ン
ズ
が
競
う
過
疎
の
郷�

小
川
美
江
子

「
三
光
」

　
人
　
と
こ
し
え
に
風
化
さ
せ
ま
い
き
の
こ
雲�

大
月
　
義
之

　
地
　
雲
行
き
に
明
日
の
プ
ラ
ン
を
組
み
替
え
る�

平
井
　
綾
子

　
天
　
勝
ち
負
け
は
言
わ
ず
ゆ
っ
た
り
雲
流
れ�

木
内
　
と
み
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＊10月の課題は「旅」、11月の課題は「本」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　�毎月第３木曜日に総合福祉センターへ５首までを
持参。合評・互選などをしています。

放送川柳コーナー

津賀公民館 平成25年８月秀句　題「雲」

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

西
日
射
す
部
屋
の
冷
房
一
時
止
め
か
す
か
な
涼
風
に
窓
開
け
放
つ�

土
居
　
於
栄

谷
添
い
の
木
陰
を
行
け
ば
「
ホ
イ
ヨ
ー
ス
」
猛
暑
の
朝
も
法
師
蝉
な
く�

山
﨑
し
げ
る

盂
蘭
盆
会
何
を
諭
す
か
法
師
蝉
ギ
ッ
チ
ョ
ギ
ッ
チ
ョ
ツ
ク
ツ
ク
ホ
ー
シ�

土
居
　
照
代

銃
に
よ
る
威
嚇
に
す
い
つ
と
山
に
入
り
姿
を
消
し
ぬ
山
猿
の
群
れ
は�

難
波
　
良
子

六
本
の
脚
の
す
べ
て
を
宙そ

ら

に
向
け
油
蝉
一
ぴ
き
鳴
き
つ
く
し
て
逝
く�

河
内
　
晶
子

久
久
に
曾
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
抱
き
付
か
れ
疲
れ
吹
き
飛
ぶ
盆
の
集
い
は�

山
本
　
豊
子

水
欲
し
と
畑
の
割
れ
目
が
深
ま
り
て
鍬
は
ね
か
え
す
土
の
い
き
お
い�

中
山
　
文
恵

六
才
で
父
と
別
れ
し
吾
子
な
れ
ど
蝉
し
ぐ
れ
の
中
墓
石
を
洗
う�

國
只
由
紀
子

金一封（香典返し）　 
　　　清原　一美〈細田〉　　　入澤　正夫〈笹目〉

よ こう そ 吉備中央町へ！
　吉備中央町では２名の外国語指導助手（ALT）を雇用して、小・中学校での外国語教育の充実をはかっていますが、
この度メロディさんが帰国され、ダニエルさんを迎えました。ご本人からメッセージをいただきましたので紹介します。

右が新しく迎えたダニエルさん
左はALT ３年目のクリストファーさん

Hello�Kibichuo-cho!�My�name�is�Daniel�Ferrante.�I’m�the�new�Assistant�Language�Teacher�(ALT)�for�your�town.�
I’ll�be�teaching�English�and�U.S.�culture�at�several�of�your�schools.� I’m�from�San�Jose,�CA.,�but� I’ve�also� lived�
in�Dijon,�France�where�I�also�taught�English�and�U.S.�culture.�San�Jose�is�about�70�km�south�of�San�Francisco.�
My�home�city–and�its�surrounding�towns–are�known�for�their�electronics�and�software�industries�and�are�home�
to�many� famous�companies� like�Apple,�Yahoo!,�Facebook,�Google,�and�many,�many�others.� I�studied�English�
at�San�Jose�State�University�and�received�a�Master’s�Degree�in�TESOL�(Teaching�English�to�Speakers�of�Other�
Languages).�I�enjoy�hiking,�writing,�and�traveling.�My�Japanese�isn’t�very�good,�but�I�am�studying�hard�to�improve�
my�abilities.�I’m�very�fortunate�to�be�a�part�of�your�educational�system�and�to�live�in�your�beautiful�town.�If�you�
see�me,�please�feel�free�to�talk�to�me�–�I�enjoy�meeting�new�people.�Thank�you�very�much�for�making�me�a�part�
of�your�community.

　吉備中央町の皆さん、こんにちは！　吉備中央町の新しいALT のダニエル・フェランテです。
いくつかの学校で英語やアメリカの文化を教えます。サンノゼの出身ですが、フランスのディ
ジョンにも住んだことがあります。サンノゼはサンフランシスコ市から70キロメートル南のほ
うにあります。サンノゼと周りの町はアップルやヤフーやフェイスブックやグーグルなどの電
子とソフトウェアの産業で知られています。私はサンノゼ州立大学で TESOL（英語教育）の修
士をもらいました。趣味はハイキングと執筆と旅行です。日本語能力はあまり高くありませんが、
頑張っています。こんなに美しい町で働くことができて嬉しいです。もし私を見かけたら声を
かけてください。これからよろしくお願いします。（訳：クリストファーさん）

【お問い合わせ先】　教育委員会　教育総務班　☎０８６６－５６－９１９１



フォト
トピックス
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
第
９
回
吉
備
中
央

町
富
士
登
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
で
の

ご
来
光
の
様
子
で
す
。

　
無
事
山
頂
に
た
ど
り
着
き
、
ご
来

光
を
見
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
思
い

出
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

【
編
集
後
記
】

▼
９
月
に
入
っ
て
、
す
っ
か
り
秋
の

空
と
な
り
、
暑
さ
も
和
ら
ぐ
と
と
も

に
、
朝
晩
は
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」
と
は
よ

く
言
っ
た
も
の
で
、
自
分
自
身
に
置

き
換
え
る
と
、
今
年
の
夏
の
暑
さ
か

ら
く
る
疲
れ
か
ら
も
解
放
さ
れ
、
体

力
と
と
も
に
食
欲
が
復
活
し
て
き
て

い
ま
す
。

　
秋
の
実
り
の
時
期
を
迎
え
、
最
近

自
分
の
体
重
が
増
え
て
き
て
い
る
よ

う
で
、
旬
の
も
の
を
味
わ
い
た
い
と

思
い
な
が
ら
も
、
減
量
も
し
な
け
れ

ば
と
葛
藤
が
続
く
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。

�

石
井

　町内小学校６年生が交流を深める
　８月30日、国立吉備青少年自然の家で、来年度開校する加賀中学校の新入
生となる町内９小学校６年生を対象に「小学生夏季ゼミ」が行われました。
　このゼミは、他校の友達との学習交流を通して、
学習への意欲づけを行うことに加えて、中学生に
向けての学習の構えを作ることを目的に実施され
たものです。

　円城夏ものがたり開催
　８月25日、「2013円城夏ものがたり」が円城夏ものがたり実行委員会（事務局：円城公民館）主催により道
の駅かもがわ円城で開催されました。
　会場内では、円城ふるさと村や足王会など地域の団体が、キムチラーメン、焼きそばなどを販売。また、円城
幼稚園・小学校の射的コーナーでは子どもたちの歓声が響いて
いました。
　特設ステージではコーラスやフラダンスも披露され、最後は、
盆踊りやビンゴゲームが行われ、会場は熱気に包まれていまし
た。
　今回のイベントに参加し、司会を務められた海

あ
士
ま
部
べ
栄
えい
子
こ
（三

納谷）さんは「年々盛り上がってきていて、だんだん地域のつ
ながりが深くなってきていることがうれしいです」と笑顔で話
されました。

イベント情報

●日　時：平成25年10月13日（日）
　　　　　10時スタート

●主　催：岡山吉備高原車いすふれあいロードレース大会組織委員会

●日　程：選手受付・健康診断　 8：00～9：30
出発式   　9：35～
競技開始 　10：00～
表彰式 　13：30～
お楽しみ抽選会 　14：00～

関連イベント／ふれあい広場 　10：00～14：00
　　　　　（地元の各種団体などによる模擬店等）

●開催場所：吉備中央町吉川7511
吉備高原医療
リハビリテーションセンター付近

快走!熱走!

日本陸上競技連盟公認コース　第26回岡山吉備高原車いす

雨天決行

ふれあいロードレース

快疾走!

皆さん　沿道での応援を
よろしくお願いします。

【大会・交通規制に関するお問い合わせ先】
大会事務局　　☎0866-56-8119
岡山北警察署　☎0867-24-0110

「交通規制の
　　　お知らせ」

9：30～13：402013

「岡山吉備高原車いすふれあいロードレース」は、緑あふれる吉備高原で、
障害のある人もない人も、同じフィールドで共に参加し、競いふれあう
ロードレースを開催することによって、お互いの理解を深め交流を広めると
ともに、競技力向上と、健康や体力づくりを目的として行われています。
　なにかとご不便をおかけすることがあるとは存じますが、大会の主旨をご
理解いただきまして、一層のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。

車いすふれあいロードレース開催のため、上記の時間、
　　　　　　の道路（ロードレースコース）と、
　　　の箇所からロードレースのコース方向への

道路が通行禁止となりますので、ご協力をお願いします。

総合リハビリ
テーションセンター

きびプラザ

国立吉備青少年
自然の家

　当日は、グループごとに分かれて自己紹介を行った後、グループごとに与えられ
た課題を、参加者全員がそれぞれの持ち味を出し合いながら、工夫、解決に取り組�
み、交流を深めていました。
　また、町内中学校の教諭による数学、理科、英語の模擬授業も行われ、ALT（外
国語指導助手）のクリストファー・ポーター先生による英語の授業では、子どもた
ちは緊張しながらも、自分の誕生日を英語で話し、国旗あてクイズでは元気よく手
をあげて発表を行っていました。


